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衆
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院
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員
早
稲
田
夕
季
君
提
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市
栄
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一
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
逆
行
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
国
土
利
用
計
画
法
（
昭
和
四
十
九
年
法
律

第
九
十
二
号
）
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
国
が
定
め
る
全
国
計
画
は
、
国
土
の
利
用
に
関
す
る
基
本
的
な
事
項
に
つ

い
て
定
め
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
都
市
計
画
区
域
に
つ
い
て
市
町
村
が
定
め
る
都
市
計
画
は
、
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十

三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
条
の
二
第
三
項
に
お
い
て
、
当
該
都
市
計
画
区
域
の
整
備
、
開
発
及
び
保
全
の
方
針
に
即
し
た
も

の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。

二
に
つ
い
て

市
街
化
区
域
と
市
街
化
調
整
区
域
と
の
区
分
に
関
す
る
都
市
計
画
法
第
二
十
一
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
都
市
計

画
の
決
定
又
は
変
更
（
以
下
「
決
定
等
」
と
い
う
。
）
の
提
案
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
都
市
計
画
決
定
権
者
で
あ
る
地

方
公
共
団
体
が
、
当
該
提
案
を
踏
ま
え
た
都
市
計
画
の
決
定
等
を
し
た
事
例
は
把
握
し
て
い
な
い
。

ま
た
、
民
間
事
業
者
か
ら
、
同
項
の
規
定
に
基
づ
く
都
市
計
画
の
決
定
等
の
提
案
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
都
市
計
画
決
定

一



権
者
で
あ
る
地
方
公
共
団
体
に
お
い
て
、
当
該
提
案
を
踏
ま
え
た
都
市
計
画
の
決
定
等
を
す
る
必
要
が
あ
る
か
ど
う
か
に
つ

い
て
適
切
な
判
断
が
さ
れ
る
も
の
と
考
え
る
。

二


